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 令和７年竹田市議会第１回定例会を招集申し上げましたところ、ご繁忙の中ご参

集いただき、厚くお礼を申し上げます。 

 本定例会に提出いたしました案件は、諮問案１件、予算案１９件、条例案１４件、

一般案１８件の計５２件であります。 

 それでは、提出いたしました諸議案につきまして、案件ごとに提案理由の説明を

申し上げます。 

 

 

諮問第１号 

   人権擁護委員候補者の推薦について 

 

 この案は、人権擁護委員のうち３名が令和７年６月３０日をもって任期満了とな

ることにより、「野仲 睦生」氏、「堀 治士」氏及び「田北 敏彦」氏を推薦する

ことについて、人権擁護委員法（昭和２４年法律第１３９号）第６条第３項の規定

に基づき、議会の意見を求めるものであります。 

 

 

議案第２号 

   令和６年度竹田市一般会計補正予算（第９号）について 

 

 今回の補正額は、歳入歳出ともに８億９，０９０万３千円の減額で、予算総額を

２１５億８，０７８万７千円とするもので、令和６年度事業費の確定による減額補

正予算が主体となっております。 

 主な内容について、歳出からその概要を申し上げます。 

 総務費では、退職手当７，０９３万８千円、基金費４，４８７万３千円をそれぞ

れ増額計上し、企画費１億１，５４１万８千円、財産管理費４，２７９万８千円を

それぞれ減額計上しております。 

 民生費では、社会福祉施設等物価高騰対策緊急支援事業費７９４万６千円、保育

所運営事業費１，８５０万円をそれぞれ増額計上し、社会福祉総務費６，７５９万

円、生活保護扶助費４，０００万円をそれぞれ減額計上しております。 

 衛生費では、予防費３，７６０万円、浄化槽整備推進事業繰出金８９０万９千円

をそれぞれ減額計上しております。 
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 農林水産業費では、農業総務費２，６６３万３千円、園芸振興費３，７１０万９

千円、農地費３，４５３万２千円をそれぞれ減額計上しております。 

 商工費では、商工総務費８０３万８千円、観光費３６３万７千円をそれぞれ減額

計上しております。 

 土木費では、市営急傾斜地崩壊対策事業費１，３００万円、都市計画総務費１，

５６７万９千円、住宅建設費７５０万７千円をそれぞれ減額計上しております。 

 消防費では、施設費８１７万円を減額計上しております。 

 教育費では、事務局費１，２３３万９千円、発掘調査事業費３，５４０万７千円

をそれぞれ減額計上しております。 

 災害復旧費では、農林水産施設災害復旧費５，３２０万円を減額計上しておりま

す。 

 一方、歳入では、市税４４４万８千円、地方交付税１億６，７１８万３千円をそ

れぞれ増額計上し、分担金及び負担金２，２８５万２千円、使用料及び手数料２，

０１５万８千円、国庫支出金８，８２４万７千円、県支出金７，２４０万９千円、

寄附金１億１，３２３万円、繰入金６億４，６０７万７千円、市債１億１，４９０

万円をそれぞれ減額計上しております。 

 併せて、繰越明許費及び債務負担行為の補正を行っております。 

 

 

議案第３号 

   令和６年度竹田市立こども診療所特別会計補正予算（第１号）について 

 

 今回の補正額は、歳入歳出ともに５，０８９万８千円の減額で、予算総額を３，

７８２万２千円とするものであります。 

 その内容は、歳出では、総務費４，００３万３千円、医業費１，０８６万５千円

をそれぞれ減額計上しております。 

 歳入では、繰越金６万１千円、諸収入１３万５千円をそれぞれ増額計上し、診療

収入２，００６万６千円、使用料及び手数料１，１２１万３千円、繰入金１，９８

１万５千円をそれぞれ減額計上しております。 
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議案第４号 

   令和６年度竹田市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について 

 

 今回の補正額は、歳入歳出ともに８千円の増額で、予算総額を３２億１，９８５

万７千円とするものであります。 

 その内容は、歳出では、諸支出金８千円を増額計上しております。 

 歳入では、繰入金４２６万１千円を増額計上し、国民健康保険税４２５万３千円

を減額計上しております。 

 

 

議案第５号 

   令和６年度竹田市介護保険特別会計補正予算（第３号）について 

 

 今回の補正額は、歳入歳出ともに１億６，０８０万円の減額で、予算総額を３８

億６，３３３万５千円とするものであります。 

 その内容は、歳出では、保険給付費１億４，６８０万円、地域支援事業費１，４

００万円、をそれぞれ減額計上しております。 

 歳入では、保険料７３万５千円、国庫支出金４，４２４万８千円、支払基金交付

金４，３４１万６千円、県支出金２，５７０万円、繰入金４，６７０万１千円をそ

れぞれ減額計上しております。 

 

 

議案第６号 

   令和６年度竹田市浄化槽整備推進事業特別会計補正予算（第４号）について 

 

 今回の補正額は、歳入歳出ともに２，３９４万７千円の減額で、予算総額を２億

１，２９０万２千円とするものであります。 

 その内容は、歳出では、総務費２１１万８千円、浄化槽整備費１，９５７万９千

円、公債費２２５万円をそれぞれ減額計上しています。 

 歳入では、使用料及び手数料２１万８千円を増額計上し、分担金及び負担金３０

０万円、国庫支出金６４０万円、県支出金１０万６千円、繰入金９２５万９千円、

市債５４０万円をそれぞれ減額計上しています。 
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議案第７号 

   令和６年度竹田市水道事業会計補正予算（第３号）について 

 

 今回の補正額は、収益的支出の営業費用４５４万５千円を減額計上し、収益的支

出の総額を１億５，１５９万８千円とするとともに、収益的収入の営業収益を３万

５千円、営業外収益２８万９千円をそれぞれ増額計上し、収益的収入の総額を１億

６，０９２万９千円とするものであります。 

 また、資本的支出の建設改良費１，７００万円を減額計上し、資本的支出の総額

を９，０９１万８千円とするとともに、資本的収入の工事負担金６９万３千円を増

額計上し、企業債９００万円を減額計上し、資本的収入の総額を３，６５２万７千

円とするものであります。資本的収支の不足額につきましては、当年度分損益勘定

留保資金等により補填しております。 

 

 

議案第８号 

   令和６年度竹田市簡易水道事業会計補正予算（第３号）について 

 

 今回の補正額は、収益的支出の営業費用１０１万８千円を減額計上し、収益的支

出の総額を２億３，２６３万５千円とするとともに、収益的収入の営業収益を２万

２千円、営業外収益６千円をそれぞれ増額計上し、収益的収入の総額を２億３，５

３３万２千円とするものであります。 

 また、資本的支出の建設改良費２５９万円、企業債償還金２００万円をそれぞれ

減額計上し、資本的支出の総額を１億９７８万円とするとともに、資本的収入の工

事負担金９４万１千円、その他資本的収入２１万円をそれぞれ増額計上し、企業債

８３６万円を減額計上し、資本的収入の総額を２，１２７万４千円とするものであ

ります。資本的収支の不足額につきましては、当年度分損益勘定留保資金等により

補填しております。 

 

 

議案第９号 

   令和６年度竹田市農業集落排水事業会計補正予算（第４号）について 
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 今回の補正額は、収益的支出の営業費用３１４万４千円を減額計上し、収益的支

出の総額を９，１９５万４千円とするとともに、収益的収入の営業外収益１３０万

８千円を減額計上し、収益的収入の総額を１億１，８５２万３千円とするものであ

ります。 

 また、資本的収入の企業債２７０万円、補助金１７万９千円をそれぞれ減額計上

し、資本的収入の総額を３，６１２万２千円とするものであります。資本的収支の

不足額につきましては、当年度利益剰余金等により補填しております。 

 

 

議案第１０号 

   令和７年度竹田市一般会計予算について 

 

 竹田市一般会計の当初予算については、令和５年３月に策定した「第２次竹田市

総合計画」における、竹田市の将来像「ひとが輝き 未来へつなぐ いのち溢れる

まち『竹田』」を実現するため、６つの「まちづくりの柱」に基づき、市民一人ひと

りの暮らしに寄り添い、持続的に発展できる竹田市づくりを推進する予算編成を行

いました。 

 なお、令和７年度当初予算は、４月に市長選挙が行われることから、骨格予算と

して編成しておりますが、予算総額は、２１４億４８０万円で、令和６年度当初予

算と比べて７億７，０４３万２千円、率にして３．７％の増額となっております。

これは、令和５年度から事業に取り組んでおります葬祭場整備事業費や、令和６年

８月に発生した台風１０号による災害復旧事業費等を計上していることが主な要因

であります。 

 次に主な事業について、歳出からその概要を申し上げます。 

 産業の分野では、野菜の降灰対策や、花きの酷暑対策に必要な資器材の導入など

に対して助成を行い、生産の安定化、産地の拡大に取り組みます。また、畜産にお

ける収益性向上や規模拡大、新規就農者の確保に向けた取り組みとして、畜舎の新

設、省力化機器の導入等に対する助成を引き続き行っていきます。 

 健康福祉の分野では、介護人材を育成するための研修や、人材確保に向けた各種

助成制度の継続により人材不足の解消に取り組みながら、地域介護予防活動や生活

支援体制の整備をすることで、健康長寿のまちづくりを目指します。 

 子育ての分野では、３歳未満の第１子にかかる保育料についての無償化、軽減事
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業や、高校生等までを対象としたこども医療費の助成制度について引き続き行って

まいります。また、学校給食に使用する食材等の価格高騰分の負担については、適

正な栄養基準で給食が提供できるよう、引き続き市費による財政支援を行い、子育

て世帯の負担軽減を図ります。 

 教育の分野では、学校におけるデジタル教育環境の向上を図るため、更新時期を

迎えた児童生徒用の教育用コンピュータの入れ替えを行い、引き続きデジタル教材

等の充実、活用を図りながら、個々の児童生徒に最適な学びの実現を推進してまい

ります。 

 生活基盤の分野では、荻・久住地域におけるデマンド型交通の検証事業を、令和

７年度中の本格運行に向け取り組み、地域交通の維持、改善を図ります。また、災

害時に迅速かつ確実に情報伝達する体制を強化するため、ＩＰ告知放送システムの

更新に併せ、新たに導入するスマートフォン向け防災アプリの運用を、令和７年度

中に開始できるよう取り組んでまいります。 

 環境の分野では、老朽化した浄光園を時代に適応した新施設として、令和８年度

の稼働に向け引き続き整備を行い、利用者の利便性向上を図ります。また、計画的

に公共施設内の照明をＬＥＤ化するなど、環境に配慮した省エネルギー対策に取り

組みます。 

 行財政の分野では、マイナンバーカードを利用した証明書等の「書かない窓口」

サービスや、窓口のキャッシュレスサービス等の運用を２月２０日から行っており

ますが、３月中に開始する「行かない窓口」、「待たない窓口」サービスなど、引き

続きデジタル技術を活用したスマート化に取り組み、竹田市公式ＬＩＮＥの利活用

を推進しながら、市民の多様なニーズに合わせた情報発信に努め、行政サービスの

更なる向上に繋げてまいります。 

 歳入では、市税が２０億６，３３３万４千円、前年度比で７，５０９万円、率に

して３．８％の増額となっております。これは、市民税及び固定資産税の増収を見

込んでおります。 

 地方交付税は７７億５千万円、前年度比１億円で、率にして１．３％の増額と推

計しております。 

 国庫支出金は、２２億１，０７３万４千円、前年度比で１億７，４３４万円、率

にして８．６％の増額を見込んでおります。その主なものは、デジタル基盤改革支

援事業補助金の増額などであります。 

 県支出金は、３０億４，６１９万２千円、前年度比で９億４，２６７万６千円、



7 

 

率にして４４．８％の増額を見込んでおります。その主なものは、災害復旧費補助

金の増額などであります。 

 寄附金は、４億６，０８６万７千円、前年度比で１億５，００５万円、率にして

２４．６％の減額を見込んでおります。その主なものは、ふるさと応援隊寄附金の

減額であります。 

 市債は、２２億４，５６０万円、前年度比で４億４，２４９万１千円、率にして

１６．５％の減額を見込んでおります。その主なものは、緊急防災・減災事業債の

減額などであります。 

 

 

議案第１１号 

   令和７年度竹田市立こども診療所特別会計予算について 

 

 予算総額は、歳入歳出ともに１億４９万３千円となります。 

 その主なものは、歳出では、総務費、医業費、公債費を計上しております。 

 歳入では、診療収入、使用料及び手数料、繰入金を計上しております。 

 

 

議案第１２号 

   令和７年度竹田市長湯温泉療養文化館特別会計予算について 

 

 予算総額は、歳入歳出ともに６，９５９万５千円となります。 

 その主なものは、歳出では、総務費、施設費を計上しております。 

 歳入では、事業収入、諸収入、繰入金を計上しております。 

 

 

議案第１３号 

   令和７年度竹田市国民健康保険特別会計予算について 

 

 予算総額は、歳入歳出ともに３１億８，３０６万円となります。 

 その主なものは、歳出では、総務費、保険給付費、国保事業費納付金、保健事業

費、諸支出金を計上しております。 
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 歳入では、国民健康保険税、県支出金、繰入金、諸収入を計上しております。 

 

 

議案第１４号 

   令和７年度竹田市後期高齢者医療特別会計予算について 

 

 予算総額は、歳入歳出ともに５億３，５５２万１千円となります。 

 その主なものは、歳出では、総務費、後期高齢者医療広域連合納付金を計上して

おります。 

 歳入では、後期高齢者医療保険料、繰入金を計上しております。 

 

 

議案第１５号 

   令和７年度竹田市介護保険特別会計予算について 

 

 予算総額は、歳入歳出ともに３８億１，４１７万１千円となります。 

 その主なものは、歳出では、保険給付費、地域支援事業費を計上しております。 

 歳入では、保険料、国庫支出金、支払基金交付金、県支出金、繰入金を計上して

おります。 

 

 

議案第１６号 

   令和７年度竹田市浄化槽整備推進事業特別会計予算について 

 

 予算総額は、歳入歳出ともに２億３，８４３万８千円となります。 

 その主なものは、歳出では、総務費、浄化槽整備費、公債費を計上しております。 

 歳入では、使用料及び手数料、国庫支出金、繰入金、市債を計上しております。 

 

 

議案第１７号 

   令和７年度竹田市久住高原荘特別会計予算について 
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 予算総額は、歳入歳出ともに、１，２００万円となります。 

 その内容は、歳出では、施設費を計上しております。 

 歳入では、繰入金を計上しております。 

 

 

議案第１８号 

   令和７年度竹田市水道事業会計予算について 

 

 収益的収支では、収入１億５，７８２万２千円、支出１億５，３５６万５千円を、

資本的収支では、収入８，６８８万５千円、支出１億３，８１３万１千円を計上し

ております。資本的収支の不足額については、当年度損益勘定留保資金等により補

填しております。 

 

 

議案第１９号 

   令和７年度竹田市簡易水道事業会計予算について 

 

 収益的収支では、収入２億２，２６７万 7 千円、支出２億２，８３０万１千円を、

資本的収支では、収入９，８９６万１千円、支出１億７，０３９万６千円を計上し

ております。資本的収支の不足額については、当年度損益勘定留保資金等により補

填しております。 

 

 

議案第２０号 

   令和７年度竹田市農業集落排水事業会計予算について 

 

 収益的収支では、収入１億２，９４８万円、支出９，７８３万１千円を、資本的

収支では、収入５，１４７万２千円、支出１億１０１万４千円を計上しております。

資本的収支の不足額につきましては、当年度利益剰余金等により補填しております。 
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議案第２１号 

   刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制

定について 

 

 この案は、刑法等の一部を改正する法律（令和４年法律第６７号）の施行等に伴

い、関係する条例について所要の改正を行うものであります。 

 

 

議案第２２号 

   竹田市長等及び職員のハラスメント防止に関する条例の制定について 

 

 この案は、市役所の職場内におけるハラスメントを防止し、良好な職場環境を確

立することを目的として、条例を制定するものであります。 

 

 

議案第２３号 

   竹田市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 

議案第２４号 

   竹田市職員の給与に関する条例の一部改正について 

議案第２５号 

   竹田市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について 

議案第２６号 

   竹田市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正について 

議案第２７号 

   竹田市会計年度任用職員の報酬等に関する条例の一部改正について 

議案第２８号 

   竹田市職員の給与に関する条例及び竹田市一般職の任期付職員の採用等に関

する条例の一部を改正する条例の一部改正について 

 

 以上の６案件は、いずれも給与及び報酬等に関する件でありますので、一括して

ご説明申し上げます。 

 これらの案は、令和６年度人事院勧告、大分県人事委員会勧告及び他の自治体と
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の均衡等を総合的に勘案し、所要の改正を行うものであります。 

 

 

議案第２９号 

   竹田市消防長及び消防署長の任命資格を定める条例の一部改正について 

 

 この案は、消防長の任命資格について、所要の改正を行うものであります。 

 

 

議案第３０号 

   竹田市基金条例の一部改正について 

 

 この案は、肉用繁殖牛特別導入基金及び肉用牛振興基金を廃止するため、所要の

改正を行うものであります。 

 

 

議案第３１号 

   竹田市水道事業給水条例の一部を改正する条例の一部改正について 

 

 この案は、建設業法施行令（昭和３１年政令第２７３号）の一部改正に伴い、所

要の改正を行うものであります。 

 

 

議案第３２号 

   竹田市印鑑条例の一部改正について 

 

 この案は、電子情報処理組織による印鑑登録証明書の交付の申請について規定す

るため、所要の改正を行うものであります。 

 

 

議案第３３号 

   竹田市国民健康保険条例の一部改正について 
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 この案は、竹田市国民健康保険事業運営協議会の委員の定数を増やすため、所要

の改正を行うものであります。 

 

 

議案第３４号 

   竹田市国民健康保険税条例の一部改正について 

 

 この案は、大分県から示された標準保険料率を参考とし、本市の令和７年度国民

健康保険税率を定めるため、所要の改正を行うものであります。 

 

 

議案第３５号 

   動産の買入れに係る契約の変更契約の締結について 

 

 この案は、救急自動車及び救急資機材一式の買入れに係る契約の変更契約を締結

することについて、竹田市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関

する条例（平成１７年竹田市条例第５９号）第４条の規定により、議決を求めるも

のであります 

 

 

議案第３６号から議案第４１号まで 

   財産の貸付けについて 

 

 以上の６案件は、いずれも財産の貸付けに関する件でありますので、一括してご

説明申し上げます。 

 これらの案は、土地を貸付けることについて、竹田市統一財産等管理条例（平成

１７年竹田市条例第６２号）第９条第３項の規定により、議決を求めるものであり

ます。 
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議案第４２号及び議案第４３号 

   他の普通地方公共団体の公の施設を竹田市の住民の利用に供させることに関

する協議について 

 

 以上の２案件は、いずれも他の普通地方公共団体の公の施設を竹田市の住民の利

用に供させることに関する協議でありますので、一括してご説明申し上げます。 

 これらの案は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の３第２項の

規定に基づき、由布市及び日出町の公の施設の一部を竹田市の住民の利用に供させ

ることについて、議決を求めるものであります。 

 

 

議案第４４号 

   竹田市温泉交流施設荻の里温泉の指定管理者の指定について 

議案第４５号 

   竹田市天空の展望公園の指定管理者の指定について 

議案第４６号 

   竹田市子ども子育て支援拠点施設の指定管理者の指定について 

議案第４７号 

   竹田市福祉施設はくすいの指定管理者の指定について 

議案第４８号 

   竹田市双城高齢者コミュニティセンターの指定管理者の指定について 

 

 以上の５案件は、いずれも指定管理者の指定に関する件でありますので、一括し

てご説明申し上げます。 

 これらの案は、竹田市公の施設に係る指定管理者の指定手続に関する条例（平成

１７年竹田市条例第７８号）第４条の規定に基づき、公の施設の指定管理者を選定

しましたので、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第６項の規

定により、議決を求めるものであります。 

 

 

議案第４９号 

   竹田市過疎地域持続的発展計画の変更について 
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 この案は、令和３年度から令和７年度における竹田市過疎地域持続的発展計画に

ついて、事業名の変更及び事業内容の追加をするため、議決を求めるものでありま

す。 

 

 

議案第５０号 

   市道路線の廃止について 

 

 この案は、起点の変更に伴い市道１路線を廃止するものであります。 

 

 

議案第５１号 

   市道路線の認定について 

 

 この案は、起点の変更に伴い市道１路線を認定するもの及び玉来ダム工事用道路

の移管に伴い市道１路線を認定するものであります。 

 

 

議案第５２号 

   損害賠償の額の決定及び和解について 

 

 この案は、損害賠償の額の決定及び和解について、地方自治法（昭和２２年法律

第６７号）第９６条第１項第１２号及び第１３号の規定により、議決を求めるもの

であります。 

 

 

 以上をもちまして、本定例会に提出いたしました諸議案の説明を終わります。 

 何とぞ慎重ご審議の上、ご賛同賜りますようお願い申し上げます。 


